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北海道観光入込客数調査の内容と留意事項

１ 北海道観光入込客数調査について

本調査は、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて平成２２年度

に道が改正した「北海道観光入込客数調査要領」に基づき、観光入込客数などを推計した

ものです。

２ 調査内容

(1) 観光入込客数（実人数）

市町村が行う観光地点等入込客数調査、道が行う観光地点パラメータ調査及び観光庁

が提供する宿泊観光入込客数などのデータなどにより推計した北海道における観光入

込客の実人数

実人数：１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合でも、

１人と数えます。

訪日外国人来道者数（実人数）については、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外客

数や訪日外客訪問地調査などにより推計した北海道を訪れた外国人の実人数

(2) 観光入込客数（延べ人数）

各市町村の観光入込客数を集計した観光入込客数の延べ人数

延べ人数：市町村の実人数の単純合計

１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している

場合は、５人と数えます。

(3) 観光消費額単価

全道１６カ所の観光地点における聞き取り調査をもとに、道内客、道外客、外国人に

ついて、「観光」、「ビジネス兼観光」別に算出した観光消費額単価

３ 利用上の留意事項

各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。
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Ⅰ 観光入込客数（実人数）

１．概 況

令和４年度（２０２２年度）は新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が無

く、「どうみん割」や「HOKKAIDO LOVE割」による旅行支援の実施や、水際措置の大幅緩

和などにより観光需要が増加し、全体で４,２２９万人（前年比＋２１.０％、Ｒ元年度比
▲１９.９％）となり、前年度と比べ増加傾向にあるほか、感染拡大前の令和元年度（２
０１９年度）の概ね８割程度まで回復しております。

２．道内客・道外客

道内客は３,７５６万人（前年度比５２２万人増、＋１６.１％、Ｒ元年度比６８５万

人減、▲１５.４％）、道外客は４０４万人（前年度比１４３万人増、＋５４.８％、Ｒ元年

度比１８８万人減、▲３１.８％）となりました。

３．日帰り客・宿泊客別

日帰り客は２,９２５万人（前年度比２２４万人増、＋８.３％、Ｒ元年度比６０１万人

減、▲１７.０％）、宿泊客は１,３０４万人（前年度比５１０万人増、＋６４.２％、Ｒ元

年度比４４７万人減、▲２５.５％）となりました。

４．四半期別

四半期別にみると、第１四半期が１,２６８万人（前年度比３０９万人増、＋３２.２％、Ｒ

元年度比３１２万人減、▲１９.７％）、第２四半期が１,４２４万人（前年度比１７９万人増、

＋１４.４％、Ｒ元年度比６５１万人減、▲３１.４％）、第３四半期が７５８万人（前年度比

９０万人増、＋１３.０％、Ｒ元年度比１１２万人減、▲１２.９％）、第４四半期が７７９万

人（前年度比１５６万人増、＋２５.０％、Ｒ元年度比２６万人増、３.５％）となりました。
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＜令和４年度（２０２２年度）観光入込客数（実人数）＞

　 日帰り 宿　泊 計 構成比

道 内 客 ９８２万人 ２１５万人 １,１９７万人

前年度比 ＋１６.２％ ＋１５９.０％ ＋２９.０％

R元年度比 ▲１２.０％ ▲１１.９％ ▲１２.０％

第１四半期 道 外 客 １万人 ７０万人 ７１万人

前年度比 ±０.０％ ＋１３３.３％ ＋１２９.０％

R元年度比 ▲５０.０％ ▲５４.２％ ▲５４.２％

(4～6月) 外 国 人 － ０万人 ０万人

前年度比 － － －

R元年度比 ±０.０％ ▲１００.０％ ▲１００.０％

合　　計 ９８３万人 ２８５万人 １,２６８万人

前年度比 ＋１６.２％ ＋１５２.２％ ＋３２.２％

R元年度比 ▲１２.１％ ▲３８.３％ ▲１９.７％

道 内 客 １,０５５万人 ２３２万人 １,２８７万人

前年度比 ＋２.７％ ＋６６.９％ ＋１０.４％

R元年度比 ▲３０.７％ ▲１４.７％ ▲２８.３％

第２四半期 道 外 客 ４万人 １３１万人 １３５万人

前年度比 ＋３３.３％ ＋７２.４％ ＋７０.９％

R元年度比 ▲５５.６％ ▲３５.５％ ▲３６.３％

(7～9月) 外 国 人 － ２万人 ２万人

前年度比 － － －

R元年度比 － ▲９７.１％ ▲９７.１％

合　　計 １,０５９万人 ３６５万人 １,４２４万人

前年度比 ＋２.８％ ＋６９.８％ ＋１４.４％

R元年度比 ▲３０.９％ ▲３２.８％ ▲３１.４％

道 内 客 ４２８万人 ２０１万人 ６２９万人

前年度比 ＋９.２％ ＋９.８％ ＋９.４％

R元年度比 ▲２.５％ ▲１３.４％ ▲６.３％

第３四半期 道 外 客 ５万人 １０５万人 １１０万人

前年度比 ±０.０％ ＋１９.３％ ＋１８.３％

R元年度比 ▲１６.７％ ▲２１.６％ ▲２１.４％

(10～12月) 外 国 人 － １９万人 １９万人

前年度比 － － －

R元年度比 ±０.０％ ▲６７.８％ ▲６７.８％

合　　計 ４３３万人 ３２５万人 ７５８万人

前年度比 ＋９.１％ ＋１９.９％ ＋１３.５％

R元年度比 ▲２.７％ ▲２３.５％ ▲１２.９％

道 内 客 ４４８万人 １９５万人 ６４３万人

前年度比 ＋５.２％ ＋４０.３％ ＋１３.８％

R元年度比 ＋４.４％ ＋４.８％ ＋４.６％

第４四半期 道 外 客 ２万人 ８６万人 ８８万人

前年度比 ±０.０％ ＋５３.６％ ＋５１.７％

R元年度比 ±０.０％ ＋３.６％ ＋３.５％

(1～3月) 外 国 人 － ４８万人 ４８万人

前年度比 － － －

R元年度比 ±０.０％ ▲９.４％ ▲９.４％

合　　計 ４５０万人 ３２９万人 ７７９万人

前年度比 ＋５.１％ ＋６８.７％ ＋２５.０％

R元年度比 ＋４.４％ ＋２.２％ ＋３.５％

道 内 客 ２,９１３万人 ８４３万人 ３,７５６万人

前年度比 ＋８.３％ ＋５５.０％ ＋１６.１％

R元年度比 ▲１６.９％ ▲９.７％ ▲１５.４％

年度計 道 外 客 １２万人 ３９２万人 ４０４万人

前年度比 ＋９.１％ ＋５６.８％ ＋５４.８％

R元年度比 ▲３６.８％ ▲３１.６％ ▲３１.８％

(4～３月) 外 国 人 － ６９万人 ６９万人

前年度比 － － －

R元年度比 － ▲７１.７％ ▲７１.７％

合　　計 ２,９２５万人 １,３０４万人 ４,２２９万人

前年度比 ＋８.３％ ＋６４.２％ ＋２１.０％

R元年度比 ▲１７.０％ ▲２５.５％ ▲１９.９％

※数値は端数処理の関係上、合計等が合致しない場合があります。
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５ 訪日外国人来道者数（実人数））

（１）概 況

訪日外国人来道者については、新型コロナウイルス感染症の影響で強化されていた

国の水際対策が段階的に緩和され、令和４年６月には添乗員付きツアーの国内受入が

開始し、１０月からは個人旅行の受入や査証免除措置の再開のほか、海外からの本道

への直行便が徐々に再開したことにより、令和４年度は約６９万人になりました。

（２）国・地域別

本道観光の主要市場であるアジア地域からの来道者は５７万４,４００人となり、
Ｒ元年度と比べると７３.１％減少しています。
国・地域別で見ると、韓国が２１万８,９００人と最も多く、次いで、台湾が１３

万４,４００人、香港が６万７,８００人、タイが６万１,７００人、アメリカが３万
６,６００人、オーストラリアが３万９００人となっています。

韓国

31.7%

台湾

19.5%香港

9.8%
タイ

8.9%

アメリカ

5.3%

オーストラリア

4.5% その他

20.3%

〈令和４年度(2022年度)訪日外国人来道者数(実人数)〉

韓国

台湾

香港

タイ

マレーシア

シンガポール

中国

インドネシア

フィリピン

国・地域

通年
(第1～第4四半期)

来道者数

21,900人

6,100人

6,800人

27,800人

24,000人

61,700人

134,400人

218,900人

67,800人

アジア

合計

その他

オーストラリア

カナダ

アメリカ

692,200人

47,900人

7,400人

30,900人

36,600人
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Ⅱ 観光入込客数（延べ人数）
１ 総 数

市町村における観光入込客数を合計した総数(延べ人数)は、１２,２３０万人で、前年

度に比べて４３.４％増加し、コロナ前のＲ元年度に比べると１５.０％減少となりました。

また、宿泊客延べ数の合計は、３,１９９万人泊で、前年度に比べて７１.７％増加し

ましたが、Ｒ元年度に比べて１１.６％減少となりました。

２ 圏域別

圏域別の観光入込客数(延べ人数)及び宿泊客延べ数を見ると、令和４年度は新型コロ

ナウイルス感染症に係る行動制限が無く、旅行需要の回復が見られたことから、全道域で

は前年度と比べて大幅に増加しているほか、コロナ前のＲ元年度の水準に近づいています。

多くの市町村において、これまで中止を余儀なくされてきた各種イベントが再開した

ことにより観光入込客数が増えたほか、近年のアウトドアブームによるキャンプ場利用者

の増加、また、複数の市町村においては、前年度に引き続き独自の宿泊助成事業を実施す

るなど、観光客の増加が見られました。

なお、各圏域の観光入込客数の特徴は次のとおりです。

３年ぶりにリアル開催した雪まつり（札幌市）やガーデンフェスタ北海道（恵庭市）
道 央 圏 など大型イベントの実施や各地での主要イベントの再開、管内スキーリゾートへの旅

行者の増加、「サッポロ割り」など旅行支援事業の実施などにより、観光客の入込が

好調であったことから、圏域では前年度比４５.５％増となりました。
函館江差自動車道木古内ＩＣ開通に伴う周辺「道の駅」への来場者増加や、江差追

道 南 圏 分全国大会（江差町）、マグロまつり（松前町）、もりまち桜まつり（森町）など各種
イベントの再開、「はこだて割り」等旅行支援の実施など、観光客の入込が好調であ
ったことから、圏域では前年度比２９.７％増となりました。
アウトドアブームによる管内キャンプ場の入込客数の増加や野外イベントの再開

道 北 圏 前年度閉鎖していた管内全ての海水浴場の開設（留萌管内）、バスを利用した団体ツ
アーの受入拡大など、観光客の入込が好調であったことから、圏域では前年度比５３.
９％増となりました。
知床沖海難事故の影響により一部、観光入込に影響があったものの、各地で観光イ

オホーツク圏 ベントが開催されたことや、女満別空港（大空町）の利用状況が対前年度対比で
５６.８％増加、紋別空港（紋別市）も３７.４％増加したことから、圏域では前年度
比３３.９％増となりました。
昨年度まで中止していたイベントやスポーツ大会が通常開催されたことや、令和４

十 勝 圏 年４月にリニューアルオープンした「道の駅おとふけ」や隣接施設による観光客の入

込が好調だったことなどから圏域では前年比４４.７％増となりました。
知床沖海難事故の影響により一部、観光入込に影響があったものの、３年ぶりに開

釧路・根室圏 催した牡蠣まつり（厚岸町）など各種イベントの再開や、４月に「まちの駅サーモン
プラザ」がオープンするなど、観光客の入込が好調であったことから、圏域では前年
度比３２.８％増となりました。
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３ 市町村別

観光入込客数を市町村別でみると、札幌市が１,３１１万人（前年度比＋６７.１％、Ｒ元年度比

▲１４.１％）で最も多く、次いで、函館市４５５万人（前年度比＋３１.３％、Ｒ元年度比▲１５.

３％）、旭川市４１４万人（前年度比＋１５８.２％、Ｒ元年度比▲１８.６％）、以下小樽市、釧

路市、音更町の順となっています。

一方、宿泊客延べ数でみると、札幌市が１,２９９万人泊（前年度比＋１０７.２％、Ｒ元

年度比▲７.１％）で最も多く、次いで、函館市３５３万人泊（前年度比＋７３.０％、Ｒ元年

度比▲７.７％）、釧路市１２５万人泊（前年度比＋６５.７％、Ｒ元年度比▲１５.６％）、以下、

帯広市、小樽市、登別市の順となっています。

道央, 

53.9%

道南, 9.3%

道北, 

15.6%

オホーツク,

6.6%

十勝, 

8.4%

釧路・根室, 6.1%

道央

60.6%

道南

12.5%

道北

11.0%

オホーツク

4.8%

十勝

5.5%

釧路・根室 5.3%

＜圏域別観光入込客数（延べ人数）＞

圏　域 観光入込客数 前年度比 対前年増減数 Ｒ元年度比 対Ｒ元年度増減数 構成比

道　央 6,596万人 ＋45.5% ＋2,062万人 ▲16.4% ▲1,298万人 53.9%

道　南 1,136万人 ＋29.7% ＋260万人 ▲14.0% ▲186万人 9.3%

道　北 1,912万人 ＋53.9% ＋669万人 ▲15.4% ▲348万人 15.6%

オホーツク 808万人 ＋33.9% ＋205万人 ▲7.7% ▲67万人 6.6%

十　勝 1,029万人 ＋44.7% ＋318万人 ＋0.2% ＋2万人 8.4%

釧路・根室 749万人 ＋32.8% ＋185万人 ▲25.9% ▲262万人 6.1%

合　計 12,230万人 ＋43.4% ＋3,699万人 ▲15.0% ▲2,158万人 100.0%

 ※各数値は、千人単位で四捨五入しているため合計が合致しない場合があります。

〈圏域別宿泊客延べ数〉

圏　域 宿泊客延数 前年度比 対前年増減数 Ｒ元年度比 対Ｒ元年度増減数 構成比

道　央 1,943万人泊 ＋90.7% ＋924万人泊 ▲9.9% ▲214万人泊 60.7%

道　南 401万人泊 ＋66.2% ＋160万人泊 ▲8.9% ▲39万人泊 12.5%

道　北 354万人泊 ＋55.6% ＋126万人泊 ▲18.5% ▲80万人泊 11.1%

オホーツク 153万人泊 ＋26.1% ＋32万人泊 ▲13.0% ▲23万人泊 4.8%

十　勝 177万人泊 ＋26.8% ＋37万人泊 ▲15.6% ▲33万人泊 5.5%

釧路・根室 171万人泊 ＋50.0% ＋57万人泊 ▲15.8% ▲32万人泊 5.3%

全　道 3,199万人泊 ＋71.7% ＋1,336万人泊 ▲11.6% ▲421万人泊 100.0%
 ※各数値は、千人単位で四捨五入しているため合計が合致しない場合があります。
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＜観光入込客数(実人数)の多い市町村＞ ＜宿泊客延べ数の多い市町村＞

順位 市町村名 入込客数 前年度比 R元年度比 順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年度比 R元年度比

1 札幌市 1,311万人 ＋67.1% ▲14.1% 1 札幌市 1,299万人泊 ＋107.2% ▲7.1%

2 函館市 455万人 ＋31.3% ▲15.3% 2 函館市 353万人泊 ＋73.0% ▲7.7%

3 旭川市 414万人 ＋158.2% ▲18.6% 3 釧路市 125万人泊 ＋65.7% ▲15.6%

4 小樽市 407万人 ＋52.9% ▲41.9% 4 帯広市 104万人泊 ＋12.5% ▲12.5%

5 釧路市 381万人 ＋38.3% ▲28.2% 5 小樽市 88万人泊 ＋85.3% ▲6.4%

6 音更町 256万人 ＋185.4% ＋80.0% 6 登別市 88万人泊 ＋102.9% ▲17.8%

7 登別市 234万人 ＋94.7% ▲27.8% 7 倶知安町 68万人泊 ＋125.5% ▲40.8%

8 喜茂別町 230万人 ＋41.6% ▲5.7% 8 旭川市 67万人泊 ＋77.3% ▲25.7%

9 白老町 220万人 ＋30.8% ＋37.9% 9 北見市 58万人泊 ＋28.9% ▲9.8%

10 苫小牧市 213万人 ＋43.8% ▲4.2% 10 富良野市 57万人泊 ＋91.7% ▲9.5%

11 恵庭市 201万人 ＋38.4% ＋44.6% 11 占冠村 56万人泊 ＋89.2% ▲6.1%

12 石狩市 199万人 ＋4.6% ▲9.2% 12 ニセコ町 55万人泊 ＋64.0% ＋16.4%

13 洞爺湖町 195万人 ＋78.8% ▲18.8% 13 洞爺湖町 46万人泊 ＋88.5% ▲28.1%

14 長沼町 186万人 ＋82.3% ＋83.6% 14 室蘭市 42万人泊 ＋76.5% ＋27.0%

15 七飯町 186万人 ＋32.1% ▲18.0% 15 網走市 38万人泊 ＋31.6% ▲11.1%

16 帯広市 183万人 ＋32.3% ▲35.1% 16 留寿都村 34万人泊 ＋84.4% ▲1.1%

17 美瑛町 182万人 ＋71.3% ▲24.8% 17 稚内市 33万人泊 ＋21.5% ▲9.0%

18 千歳市 175万人 ＋39.8% ▲61.6% 18 音更町 33万人泊 ＋47.9% ▲20.2%

19 富良野市 163万人 ＋44.5% ▲13.8% 19 千歳市 33万人泊 ＋53.0% ▲6.0%

20 当別町 163万人 ＋57.4% ＋30.8% 20 上川町 32万人泊 ＋112.1% ▲38.2%
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Ⅲ 観光消費額単価

道内１６の観光地点において実施した聞き取り調査により算出した観光消費額単価は、

下表のとおりとなっています。

※ （ ）内の数値は、前年度の単価です。

道内客、道外客、外国人客の「ビジネス兼観光」及び外国人の単価は、観光庁から提供された値を

掲載しています。

 　＜令和４年度（２０２２年度）  観光消費額単価＞ （単位：円）

日帰り 宿　泊

観光 ４，４１１ （ ４，６４１ ） １８，６０３ （ １９，７２２ ）

第１ ビジネス兼観光 ８，２０７ （ ７，６５５ ） ３１，４５４ （ ３１，２６４ ）

四半期 観光 ２１，７８６ （ ２１，３１７ ） ７４，００９ （ ５４，７０４ ）

ビジネス兼観光 ７，９３９ （ ５，７００ ） ５９，９７３ （ ８４，４６９ ）

(4～6月) 観光 － （ － ） － （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

観光 ４，４３０ （ ４，６２８ ） ２２，５０３ （ ２６，１１２ ）

第２ ビジネス兼観光 １８，５４０ （ １４，９１４ ） ３３，３３２ （ ２４，７８６ ）

四半期 観光 １１，９４３ （ １７，３５７ ） １１１，７３５ （ ８７，３９３ ）

ビジネス兼観光 ７，４７０ （ ６，３８８ ） ７９，５４７ （ ７８，６９２ ）

(7～9月) 観光 － （ － ） － （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

観光 ５，４１１ （ ３，８９１ ） ２６，５０４ （ ２０，４９５ ）

第３ ビジネス兼観光 ６，８６１ （ １３，７０７ ） ２８，１５２ （ ３０，１６０ ）

四半期 観光 １１，１３８ （ ４１，５４２ ） ６５，６６３ （ ６３，５３０ ）

ビジネス兼観光 ８，３１６ （ ６，４５８ ） ７１，６２６ （ ９２，８８７ ）

(10～12月) 観光 － （ － ） ９４，１４３ （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

観光 ４，６６６ （ ３，３０２ ） ２５，１１８ （ ２６，９２１ ）

第４ ビジネス兼観光 ６，９５７ （ ８，１４５ ） ２８，０７８ （ ２８，２０９ ）

四半期 観光 ３６，０００ （ １８，３９２ ） ７７，５４５ （ ５６，４３９ ）

ビジネス兼観光 ８，５４２ （ ６，７３０ ） ６４，９８４ （ ３４，９６１ ）

(1～3月) 観光 － （ － ） １６５，４７７ （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

区　　　　　分　

道 内 客

道 外 客

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人
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北海道観光入込客数調査報告書［令和４年度（２０２２年度）］

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.html

令和５年（２０２３年）９月

北海道経済部観光局観光振興課（観光企画）

札幌市中央区北３条西６丁目

電話番号（代表）011-231-4111 内線 26-591

（直通）011-206-6596

FAX番号（直通）011-232-4120


